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(54)【発明の名称】 デュアルシフトクロック配線を有する液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  シフトクロック信号の伝送に起因する電磁波
の干渉の減少。
【解決手段】  画像データ信号及びこの画像データ信号
をシフトするためのシフトクロック信号を生成するタイ
ミング制御機５５０を、データドライバＩＣ２００とは
異なる印刷回路基板５００に形成する。印刷回路基板５
００には、シフトクロック信号を伝送するための第１信
号配線ＣＬＫ１と、シフトクロック信号と同一周波数で
位相が反対である第１クロック信号を伝送するための第
２信号配線ＣＬＫ２とを形成する。第２信号配線ＣＬＫ
２により、シフトクロック信号と反対位相のクロック信
号を伝送するので、シフトクロック信号の伝送に起因す
る電磁波の干渉が減少する。シフトクロック信号と第１
クロック信号との位相差は、９０～２７０とすることが
出来る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】データ線と、前記データ線に交差するゲー
ト線と、マトリックス形態に配列されており、前記ゲー
ト線及びデータ線に連結されているスイッチング素子を
有する画素とを含む液晶表示装置パネルと、
前記スイッチング素子をオンにするためのゲート電圧を
前記ゲート線に順次に印加するゲート駆動部と、
画像データ信号を示す階調電圧を前記データ線にライン
単位で印加するデータ駆動部と、
前記データ駆動部に伝送されるシフトクロック信号を生
成するタイミング制御機とを含み、
前記シフトクロック信号は第１信号配線を通じて伝送さ
れ、前記シフトクロック信号と同一周波数であり、かつ
９０#～２７０#の位相差を有する第１クロック信号は第
２信号配線を通じて伝送されることを特徴とする液晶表
示装置。
【請求項２】前記第２信号配線は所定の抵抗を通じて接
地点に連結されることを特徴とする、請求項１に記載の
液晶表示装置。
【請求項３】前記第１クロック信号は前記タイミング制
御機により生成されることを特徴とする、請求項２に記
載の液晶表示装置。
【請求項４】前記第１信号配線と前記第２信号配線とは
回路基板に形成されることを特徴とする、請求項２に記
載の液晶表示装置。
【請求項５】前記回路基板は印刷回路基板であることを
特徴とする、請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】前記印刷回路基板は多層の配線領域を有
し、
前記第１信号配線と前記第２信号配線とは同一層に互い
に平行して形成されることを特徴とする、請求項５に記
載の液晶表示装置。
【請求項７】前記印刷回路基板は多層の配線領域を有
し、
前記第１信号配線と前記第２信号配線とは互いに異なる
層に形成されることを特徴とする、請求項５に記載の液
晶表示装置。
【請求項８】前記第１クロック信号は、前記シフトクロ
ック信号と１８０#の位相差を有することを特徴とす
る、請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項９】前記データ駆動部は、それぞれ前記画像デ
ータ信号及びシフトクロック信号を受信し、前記画像デ
ータ信号に対応する階調電圧を所定のデータ線に印加す
るデータドライバ集積回路を含む、請求項１～８のいず
れかに記載の液晶表示装置。
【請求項１０】前記データドライバ集積回路は、
前記シフトクロック信号に同期し、前記画像データ信号
をシフトしながら保存するシフトレジスタと、
前記シフトレジスタに保存された画像データ信号を受信
し、前記画像データ信号に対応する階調電圧に変換する
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Ｄ／Ａコンバータと、
前記Ｄ／Ａコンバータから出力される階調電圧を臨時保
存した後、ロード信号に応答して前記階調電圧を前記所
定のデータ線にライン単位で印加する出力バッファと、
を含む請求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】データ線と、前記データ線に交差するゲ
ート線と、マトリックス形態で配列されており、前記ゲ
ート線及びデータ線に連結されているスイッチング素子
を有する画素とを含む液晶表示装置パネルと、
前記スイッチング素子をオンにするためのゲート電圧を
前記ゲート線に順次に印加するゲート駆動部と、
画像データ信号を示す階調電圧を、前記データ線にライ
ン単位で印加するデータ駆動部と、
直列で伝送される画像データ信号を受信し、前記画像デ
ータ信号から第１画像データ信号と第２画像データ信号
とを生成し、互いに９０#～２７０#の位相差を有し、前
記第１及び第２画像信号をそれぞれシフトするための第
１及び第２シフトクロック信号を生成するタイミング制
御機と、
前記第１及び第２画像データ信号をそれぞれ伝送するた
めの第１及び第２画像信号配線と、前記第１及び第２シ
フトクロック信号をそれぞれ伝送するための第１及び第
２クロック配線とが形成されている回路基板と、
を含む液晶表示装置。
【請求項１２】前記回路基板は印刷回路基板であること
を特徴とする、請求項１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】前記第１画像データ信号は、前記画像デ
ータ信号の中の奇数番目の信号であり、前記第２画像デ
ータ信号は前記画像データ信号の中の偶数番目の信号で
あることを特徴とする、請求項１２に記載の液晶表示装
置。
【請求項１４】前記第１及び第２シフトクロック信号は
互いに１８０#の位相差を有することを特徴とする、請
求項１３に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】前記第１画像データ信号と前記第２画像
データ信号とは互いに９０#～２７０#の範囲内の位相差
を有することを特徴とする、請求項１４に記載の液晶表
示装置。
【請求項１６】前記第１画像データ信号と前記第２画像
データ信号とは互いに１８０#の位相差を有することを
特徴とする、請求項１５に記載の液晶表示装置。
【請求項１７】前記第１画像データ信号は前記第１シフ
トクロック信号のライジングエッジに同期してシフトさ
れ、前記第２画像データ信号は前記第２シフトクロック
信号のフォーリングエッジに同期してシフトされること
を特徴とする、請求項１６に記載の液晶表示装置。
【請求項１８】前記第１及び第２シフトクロック信号の
パルス幅は、前記第１及び第２画像データ信号のハイま
たはロー信号の区間内にあることを特徴とする、請求項
１６に記載の液晶表示装置。
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【請求項１９】前記第１及び第２画像データ信号は互い
に９０#または２７０#の位相差を有することを特徴とす
る、請求項１５に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置に関
し、特に、デュアルシフトクロック配線を有する液晶表
示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】図１は従来の薄膜トランジスタ液晶表示
（ｔｈｉｎ ｆｉｌｍ ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ ｌｉｑｕ
ｉｄ ｃｒｙｓｔａｌ ｄｉｓｐｌａｙ；ＴＦＴ－ＬＣ
Ｄ）を示す図面である。図１に示すように、ＴＦＴ－Ｌ
ＣＤは、通常ＬＣＤパネル１０、データ駆動部２０、ゲ
ート駆動部３０及びタイミング制御機４０からなる。
【０００３】ＬＣＤパネル１０には、走査線（ｓｃａｎ
ｎｉｎｇ ｌｉｎｅ）である複数のゲート線（図示せ
ず）が平行に形成されており、画像信号が印加される複
数のデータ線（図示せず）が前記ゲート線と絶縁されて
交差するように形成されている。複数のデータ線とゲー
ト線とによって囲まれた領域は画素を形成する。各画素
には、スイッチング素子である薄膜トランジスタ（ｔｈ
ｉｎ ｆｉｌｍ ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ；ＴＦＴ）が形成
されている。このＴＦＴのゲート電極、ソース電極及び
ドレーン電極には、それぞれゲート線、データ線及び画
素電極が連結される。
【０００４】データ駆動部２０は、ＬＣＤパネル１０の
データ線に電気的に連結されており、タイミング制御機
４０から出力されるデジタル信号であるＲ、Ｇ、Ｂデー
タ信号と制御信号との入力を受け、アナログ信号である
Ｒ、Ｇ、Ｂデータ電圧をＬＣＤパネル１０の各データ線
にライン単位で印加する。この時、一つの集積回路（ｉ
ｎｔｅｇｒａｔｅｄ ｃｉｒｃｕｉｔ；ＩＣ）でＬＣＤ
パネルの全てのデータ線を連結する場合、出力ピンの個
数が増加する。そこで通常、多数のデータドライバＩＣ
２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、２０ｄでデータ駆動部２０を
構成する。
【０００５】ゲート駆動部３０は、ＬＣＤパネル１０の
ゲート線に電気的に連結されており、スイッチング素子
であるＴＦＴをオンにするためのゲートオン電圧をゲー
ト線に順次印加する。ゲートオン電圧によって複数のゲ
ート線の中の一つのゲート線に連結されたＴＦＴがオン
になると、データ線に印加されたデータ電圧がＴＦＴの
ドレーン電極を通じて画素電極に伝達される。ゲート駆
動部３０も、データ駆動部と同一の理由で、多数のゲー
トドライバＩＣ（３０ａ、３０ｂ、３０ｃ、３０ｄ）か
らなる。
【０００６】タイミング制御機４０は、Ｒ、Ｇ、Ｂデー
タ信号及び各種のタイミング信号をデータ駆動部２０及
びゲート駆動部３０に出力する。タイミング制御機４０
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は、データ駆動部２０及びゲート駆動部３０と分離され
た印刷回路基板（ｐｒｉｎｔｅｄ ｃｉｒｃｕｉｔ ｂｏ
ａｒｄ；ＰＣＢ）５０に形成されている。このＰＣＢ５
０に形成された配線を通じ、各種のタイミング信号及び
Ｒ、Ｇ、Ｂデータ信号をデータ駆動部２０またはゲート
駆動部３０に伝送する。
【０００７】この時、タイミング制御機４０からデータ
駆動部２０に伝送される信号の中には、高周波である画
像データ信号と、この画像データ信号をデータ駆動部２
０のシフトレジスタ（図示せず）に保存するためのシフ
トクロック信号とがある。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】前記のようなシフトク
ロック信号は、例えば、ＸＧＡ級ＴＦＴ－ＬＣＤである
場合、クロック周波数が６５ＭＨｚ以上となる。このシ
フトクロックをＰＣＢ５０の配線を通じて全てのデータ
ドライバＩＣ（２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、２０ｄ）に伝
送する場合、電磁波の干渉（ｅｌｅｃｔｒｏ－ｍａｇｎ
ｅｔｉｃ ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ；ＥＭＩ）の問題
が発生する。
【０００９】特に、ＴＦＴ－ＬＣＤのＰＣＢ５０は、図
１に示すように、ＬＣＤパネルの長辺の長さと殆ど同一
である。また、全てのデータドライバＩＣ２０ａ、２０
ｂ、２０ｃ、２０ｄに前記シフトクロック信号を伝送す
る。従って、高速のシフトクロックを伝送する配線の長
さが非常に長くなる。これにより、高速のシフトクロッ
クの伝送に起因するＥＭＩはＴＦＴ－ＬＣＤにとって問
題となる。
【００１０】本発明は、前記の問題点を解決し、高速の
シフトクロック信号及びデータ信号の伝送に起因するＥ
ＭＩを減少させることを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するため
の本発明の一つの特徴による液晶表示装置は、データ線
と、前記データ線に交差するゲート線と、マトリックス
形態で配列されていて前記ゲート線及びデータ線に連結
されているスイッチング素子を有する画素とを含む液晶
表示装置パネル；前記スイッチング素子をオンにするた
めのゲート電圧を前記ゲートラインに順次に印加するゲ
ート駆動部；画像データの信号を示す階調電圧を前記デ
ータ線にライン単位で印加するデータ駆動部；前記デー
タ駆動部に伝送されるシフトクロック信号を生成するタ
イミング制御機；及び前記シフトクロック信号を伝送す
るための第１信号配線と、前記シフトクロック信号と同
一周波数であり、９０#乃至２７０#の位相差を有する第
１クロック信号を伝送するための第２信号配線とが形成
されている回路基板；を含む。
【００１２】ここで、前記第２信号配線は、所定の抵抗
を通じて接地点に連結されるのが好ましい。また、前記
第１クロック信号は、前記タイミング制御機により生成
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され、前記シフトクロック信号と１８０#の位相差を有
するのが好ましい。また、前記データ駆動部は、それぞ
れ前記画像データ信号及びシフトクロック信号が伝送さ
れ、前記画像データ信号に対応する階調電圧を所定のデ
ータ線に印加するデータドライバ集積回路から構成でき
る。
【００１３】このとき、各データドライバ集積回路は、
前記シフトクロック信号に同期して前記画像データ信号
をシフトしながら保存するシフトレジスタと、前記シフ
トレジスタに保存された画像データ信号を受信し、前記
画像データ信号に対応する階調電圧に変換するＤ／Ａコ
ンバータと、前記Ｄ／Ａコンバータから出力される階調
電圧を臨時保存した後、ロード信号に応答して前記階調
電圧を前記所定のデータ線にライン単位で印加する出力
バッファとを含む。
【００１４】一方、本発明の他の特徴による液晶表示装
置は、データ線と、前記データ線に交差するゲート線
と、マトリックス形態で配列されており、前記ゲート線
及びデータ線に連結されているスイッチング素子を有す
る画素とを含む液晶表示装置パネル；前記スイッチング
素子をオンにするためのゲート電圧を前記ゲートライン
に順次印加するゲート駆動部；画像データ信号を示す階
調電圧を前記データ線にライン単位で印加するデータ駆
動部；直列で伝送される画像データ信号を受信し、前記
画像データ信号から第１画像データ信号と第２画像デー
タ信号とを生成し、互いに９０#～２７０#以内の位相差
を有する、前記第１及び第２画像データ信号をそれぞれ
シフトするための第１及び第２シフトクロック信号をそ
れぞれ生成するタイミング制御機；及び前記第１及び第
２画像データ信号をそれぞれ伝送するための第１及び第
２画像データ信号の配線と前記第１及び第２シフトクロ
ック信号をそれぞれ伝送するための第１及び第２クロッ
ク配線とが形成されている回路基板；を含む。
【００１５】ここで、前記第１画像データ信号は、前記
画像データ信号の中の奇数番目の信号であり、前記第２
画像データ信号は前記画像データ信号の中の偶数番目の
信号であるのが好ましい。また、前記第１及び第２シフ
トクロック信号は互いに１８０#の位相差を有するのが
好ましい。このとき、前記第１画像データ信号と前記第
２画像データ信号とは、互いに９０#～２７０#の範囲内
の位相差を有するのが好ましい。
【００１６】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら本発明
の実施形態例を詳細に説明する。図２は、本発明の第１
実施形態例によるＴＦＴ－ＬＣＤを示す図面である。図
２に示すように、本発明の第１実施形態例によるＴＦＴ
－ＬＣＤは、ＬＣＤパネル１００、データ駆動部２０
０、ゲート駆動部３００及びタイミング制御機５５０か
らなる。
【００１７】ＬＣＤパネル１００は、ＴＦＴ基板１２
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０、カラーフィルタ基板１１０及び二つの基板の間に注
入される液晶層からなる。カラーフィルタ基板１１０に
は、共通電圧が印加される共通電極（図示せず）とＲ、
Ｇ、Ｂカラーフィルタ層（図示せず）とが形成されてい
る。ＴＦＴ基板１２０には、走査線である複数のゲート
線Ｇｎが平行に形成されている。さらに、画像信号が印
加される複数のデータ線Ｄｍが、前記ゲート線と絶縁し
て交差するように形成されている。複数のデータ線とゲ
ート線とによって囲まれた領域は画素を形成する。各画
素には、スイッチング素子であるＴＦＴ１２５が形成さ
れている。ＴＦＴ１２５のゲート電極、ソース電極及び
ドレーン電極には、それぞれゲート線、データ線及び画
素電極が連結される。画素電極と共通電極との間には液
晶層が注入されており、これを等価的に液晶キャパシタ
Ｃｌで示している。また、画素電極には液晶容量に充電
された電圧を維持するための維持キャパシタＣｓｔが形
成されている。
【００１８】データ駆動部２００は、多数のデータドラ
イバＩＣ２００ａ、２００ｂ、２００ｃ、２００ｄと、
前記ドライバＩＣがそれぞれ付着されているテープキャ
リアプレート（ｔａｐｅ ｃａｒｒｉｅｒ ｐｌａｔｅ；
ＴＣＰ）２５０ａ、２５０ｂ、２５０ｃ、２５０ｄとか
らなる。図２において、ＴＣＰ２５０ａ、２５０ｂ、２
５０ｃ、２５０ｄの上にはそれぞれデータドライバＩＣ
２００ａ～ｄが付着されている。このＴＣＰには、ＰＣ
Ｂ５００と、データドライバＩＣ２００ａ～ｄを連結す
るための信号線と、データドライバＩＣ２００ａ～ｄと
ＴＦＴ基板との各データ線の端に形成されるデータパッ
ド１２７ａ、１２７ｂ、１２７ｃ、１２７ｄを連結する
ための信号線とが形成されている。このＴＣＰは、図３
に示すように、ＬＣＤパネル１００とＰＣＢ５００とを
データドライバＩＣ２００に電気的に連結する。
【００１９】図３は、図２のＡ－Ａ´線で切った垂直断
面図を示す図面である。図３に示すように、ＴＦＴ基板
１２０とカラーフィルタ基板１１０との間には液晶１０
４が注入されている。この液晶１０４は、二つの基板の
間に形成される封印材１０６によって封持されている。
ＴＦＴ基板１２０の上に形成されるデータ線Ｄｎの端部
にはデータパッド１２７ａが形成されている。このデー
タパッド１２７ａの上に、異方性導電フィルム（ａｎｉ
ｓｏｔｒｏｐｉｃ ｃｏｎｄｕｃｔｉｏｎ ｆｉｌｍ；Ａ
ＣＦ）２７０ａが形成されている。このＡＣＦ２７０ａ
は、ＴＣＰ２５０ａに付着され、データパッド１２７ａ
とデータドライバＩＣ２００ａとを電気的に連結する。
また、ＴＣＰ２５０ａは、ＰＣＢ５００と連結され、タ
イミング制御機５５０からの各種の信号をデータドライ
バＩＣ２００ａに伝送する。このとき、ＴＣＰ２５０ａ
とＰＣＢ５００とは、図３に示すようにＡＣＦ２９０ａ
を通じて連結することができ、半田付けを通じて連結す
ることもできる。
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7
【００２０】データドライバＩＣ２００ａ、２００ｂ、
２００ｃ、２００ｄは、それぞれタイミング制御機５５
０から出力されるＲ、Ｇ、Ｂデータ信号、クロック信号
及び制御信号の入力を受け、アナログ信号であるＲ、
Ｇ、Ｂデータ電圧をＴＦＴ基板１２０の各データ線にラ
イン単位で印加する。図４に示すように、データドライ
バ２００ａ～ｄは、シフトレジスタ２１０ａ、Ｄ／Ａ
（ｄｉｇｉｔａｌ／ａｎａｌｏｇｕｅ）コンバータ２２
０ａと出力バッファ２３０ａとからなる。
【００２１】図４において、シフトレジスタ２１０ａ
は、タイミング制御機５５０から伝送されるＲ、Ｇ、Ｂ
データを、シフトクロックＣＬＫ１に同期して順次にシ
フトしながら保存する。この時、データドライバＩＣ２
００ａのシフトレジスタにデータが全て保存されると、
データドライバＩＣは、「Ｃａｒｒｙ  Ｏｕｔ」信号を
次のデータドライバＩＣ２００ｂに送る。次のデータド
ライバＩＣ２００ｂは、前のデータドライバＩＣと同様
に動作する。
【００２２】Ｄ／Ａコンバータ２２０ａは、シフトレジ
スタ２１０ａに保存されたデータ信号を、データ信号に
対応するアナログ階調電圧値に変換する。即ち、Ｄ／Ａ
コンバータ２２０ａは、シフト階調電圧の発生部（図示
せず）から出力される階調電圧Ｖ１、Ｖ２…Ｖｎと、シ
フトレジスタ２１０ａから出力されるデータ信号とを受
信し、シフトレジスタに保存されたデータ信号に対応す
るアナログ階調電圧値を出力する。
【００２３】出力バッファ２３０ａは、Ｄ／Ａコンバー
タ２２０ａから出力されるアナログ階調電圧を保存し、
「ＬＯＡＤ」信号が印加されると、データドライバＩＣ
に電気的に連結されたデータ線にアナログ階調電圧をラ
イン単位で印加する。ゲート駆動部３００は、ＴＦＴ基
板１２０のゲート線に電気的に連結されている。ゲート
駆動部３００は、多数のゲートドライバＩＣ３００ａ、
３００ｂ、３００ｃ、３００ｄと、ゲートドライバＩＣ
がそれぞれ付着されているＴＣＰ３５０ａ、３５０ｂ、
３５０ｃ、３５０ｄとからなる。ゲートドライバＩＣ３
００ａ、３００ｂ、３００ｃ、３００ｄは、データドラ
イバＩＣと同様にＴＣＰ３５０ａ、３５０ｂ、３５０
ｃ、３５０ｄを用いてＴＦＴ基板のゲートパッド１２８
ａ、１２８ｂ、１２８ｃ１２８ｄとＰＣＢ４００とを電
気的に連結する。
【００２４】ゲート駆動部３００は、スイッチング素子
であるＴＦＴをオンにするためのゲートオン電圧をゲー
ト線に順次印加する。ゲートオン電圧により複数のゲー
ト線の中の一つのゲート線に連結されたＴＦＴがオンに
なると、データ線に印加されたデータ電圧がＴＦＴのド
レーン電極と通じて画素電極に伝達される。タイミング
制御機５５０は、Ｒ、Ｇ、Ｂデータ信号及び各種のタイ
ミング信号を、データ駆動部２００及びゲート駆動部３
００に出力する。タイミング制御機５５０は、多層基板
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であるＰＣＢ５００に形成されている。このＰＣＢ５０
０に形成された配線を通じ、各種のタイミング信号及び
Ｒ、Ｇ、Ｂデータ信号を、データ駆動部２００またはゲ
ート駆動部３００に伝送する。
【００２５】タイミング制御機５５０は、シフトクロッ
ク信号ＣＬＫ１を各データドライバＩＣ２００ａ、２０
０ｂ、２００ｃ、２００ｄに伝送する。さらに、シフト
クロック信号ＣＬＫ１によるＥＭＩ問題を減少させるた
めに、図５に示すように前記シフトクロック信号ＣＬＫ
１と同一周波数で位相が反対であるクロック信号ＣＬＫ
２を、抵抗Ｒｅを通じて接地面に印加する。
【００２６】即ち、一種のダミー配線であるクロック信
号ＣＬＫ２配線を、前記シフトクロック信号ＣＬＫ１配
線に平行してＰＣＢ５００上に配置する。このダミー配
線に、前記シフトクロック信号ＣＬＫ１と位相が反対で
あるクロック信号ＣＬＫ２を印加することにより、以下
に説明するように前記シフトクロック信号ＣＬＫ１に起
因するＥＭＩを相殺する。
【００２７】通常、ＴＦＴ－ＬＣＤにおける高周波信号
の伝送に起因するＥＭＩ問題は、多層基板であるＰＣＢ
におけるストリップライン形態の高周波線路と、この線
路と隣接して形成される接地面との関係から起こる。即
ち、高周波線路と接地面との間に発生する電界により、
接地面には高周波線路と反対の極性を有する電荷が集ま
る。この時、ＥＭＩの大きさは電荷の動きによる接地面
における電流の変化に比例する。したがって、接地面に
おける電流の変化量を最小化することができれば、ＥＭ
Ｉ問題も最少化することができる。
【００２８】本発明の第１実施形態例による液晶表示装
置はこのような点を考慮し、シフトクロック信号ＣＬＫ
１と同一周波数で反対の位相を有するクロック信号ＣＬ
Ｋ２を抵抗Ｒｅを通じて接地面に印加する。このように
すれば、たとえば、シフトクロック信号ＣＬＫ１の伝送
で周囲の接地面に（－）電荷が誘導されると仮定する
時、クロック信号ＣＬＫ２の伝送路の周囲の接地面には
（＋）電荷が誘導されるので、接地面に誘導される電荷
は互いに相殺する。したがって、本発明の第１実施形態
例によると、シフトクロック信号に対応する接地面の電
流を最少化することができるのでＥＭＩの発生を抑制す
ることができる。
【００２９】一方、本発明の第１実施形態例におけるク
ロック信号ＣＬＫ２は、シフトクロック信号ＣＬＫ１と
同様にタイミング制御機５５０から出力されているが、
別途のＩＣから出力されることもある。また、本発明の
第１実施形態例におけるシフトクロック信号ＣＬＫ１配
線とクロック信号ＣＬＫ２配線とは互いに平行して配列
されて同一層に形成するのが好ましいが、必ずこれに限
られるわけではなく、他の層に形成することもできる。
【００３０】つまり、一般的に多層ＰＣＢは複数層の配
線領域と配線領域の間の絶縁層とから構成されるが、前
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記シフトクロック信号ＣＬＫ１配線とクロック信号配線
ＣＬＫ２とは同一層だけでなく、互いに異なる層に形成
することもできる。また、本発明の第１実施形態例にお
けるシフトクロック信号ＣＬＫ１とクロック信号ＣＬＫ
２の位相を反対に、即ち、１８０#にしたが、この他に
９０#～２７０#の位相差を有するようにすることもでき
る。
【００３１】次に、本発明の第２実施形態例を説明す
る。図６は、本発明の第２実施形態例による液晶表示装
置を概略的に示す図面である。図６に示すように、本発
明の第２実施形態例によるＴＦＴ－ＬＣＤは、ＬＣＤパ
ネル１００、ゲート駆動部３００、データ駆動部６０
０、タイミング制御機７５０からなる。本発明の第２実
施形態例におけるＬＣＤパネル１００及びゲート駆動部
３００は、図２に示す第１実施形態例と同一であるので
重複する説明は省略する。
【００３２】図６に示すように、本発明の第２実施形態
例によるタイミング制御機７５０は、奇数データ線に印
加される奇数画像データ信号と、偶数データ線に印加さ
れる偶数画像データ信号とを、別途の信号線Ｌ１、Ｌ２
を通してデータドライバＩＣ６００ａ、６００ｂ、６０
０ｃ、６００ｄに伝送する。また、この画像データ信号
と同期信号であるシフトクロック信号ＣＬＫ３、ＣＬＫ
４を、信号線Ｄ１、Ｄ２を通じてデータドライバＩＣに
伝送する。
【００３３】即ち、本発明の第２実施形態例によると、
タイミング制御機７５０は、奇数画像データとシフトク
ロック信号ＣＬＫ３とを信号線Ｌ１と信号線Ｄ１とを通
じてデータドライバＩＣ６００ａ、６００ｃに伝送す
る。また、偶数画像データとシフトクロック信号ＣＬＫ
４とを、信号線Ｌ２と信号線Ｄ２とを通してデータドラ
イバＩＣ６００ｂ、６００ｄに伝送する。
【００３４】このように、本発明の第２実施形態例にお
いては、画像データを２分してそれぞれドライバＩＣに
伝送するので、第１実施形態例に比べて画像データ信号
とシフトクロック信号との周波数を１／２に減少するこ
とができ、これによってＥＭＩ問題を減少することがで
きる。図７は、本発明の第２実施形態例による奇数及び
偶数の画像データ信号とシフトクロック信号ＣＬＫ３、
ＣＬＫ４との波形を示す図面である。
【００３５】図７のように、本発明の第２実施形態例に
よると、シフトクロック信号ＣＬＫ３とＣＬＫ４とは同
一周波数で反対の位相を有する。また、奇数画像データ
と偶数画像データとは同一周波数で反対の位相を有す
る。この時、奇数画像データは、シフトクロック信号Ｃ
ＬＫ３のライジングエッジに同期してデータドライバＩ
Ｃ６００ａ、６００ｃのシフトレジスタに保存される。
偶数画像データは、シフトクロック信号ＣＬＫ４のフォ
リングエッジに同期してデータドライバＩＣ６００ｂ、
６００ｄのシフトレジスタに保存される。
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【００３６】したがって、本発明の第２実施形態例によ
ると、データドライバＩＣはそれぞれライジングエッジ
に同期するかどうかまたはフォーリングエッジに同期す
るかどうかを選択することができる機能、つまり、クロ
ックトリガリング（ｔｒｉｇｇｅｒｉｎｇ）をポジティ
ブまたはネガティブのどちらにするかを選択できる機能
がなければならない。
【００３７】本発明の第３及び４実施形態例は、このよ
うなクロックトリガリング問題を解決するためのもので
ある。図８及び９は、本発明の第３実施形態例による奇
数及び偶数画像データ信号と、シフトクロック信号ＣＬ
Ｋ３、ＣＬＫ４との波形を示す図面である。図１０は、
本発明の第４実施形態例による奇数及び偶数画像データ
信号と、シフトクロック信号ＣＬＫ３、ＣＬＫ４との波
形を示す図面である。
【００３８】図８に示すように、本発明の第３実施形態
例によると、シフトクロック信号ＣＬＫ３とＣＬＫ４と
は同一周波数で反対の位相を有する。また、奇数画像デ
ータと偶数画像データも同一周波数で反対の位相を有す
る。この時、シフトクロック信号ＣＬＫ３とＣＬＫ４と
のパルス幅は、それぞれ奇数画像データ及び偶数画像デ
ータがハイになっている信号区間（または、ローになっ
ている信号の区間）内に存在する。したがって、奇数画
像データ信号及び偶数画像データ信号は、図８に示すよ
うにそれぞれシフトクロック信号ＣＬＫ３及びＣＬＫ４
のライジングエッジ（またはフォーリングエッジ）に同
期してデータドライバＩＣ内のシフトレジスタに保存さ
れる。
【００３９】その結果、本発明の第３実施形態例による
データドライバＩＣは、クロックトリガリングをポジテ
ィブにするかどうか、またはネガティブにするかどうか
を選択する機能をそろえる必要はなく、たとえば、ポジ
ティブのクロックトリガリングだけを有するデータドラ
イバＩＣを用いることができる。一方、図９は、図８に
示すシフトクロック信号のパルス幅を１／２に減少させ
たものである。シフトクロック信号のパルス幅を減少さ
せただけデータドライバＩＣのタイミングマージンを改
善することができる。
【００４０】本発明の第４実施形態例によると、図１０
に示すようにシフトクロック信号ＣＬＫ３とＣＬＫ４と
は同一周波数で反対の位相を有する。反面、奇数画像デ
ータと偶数画像データとは同一周波数を有するが９０#
の位相差を有する。本発明の第４実施形態例によると、
奇数画像データと偶数画像データとが９０#の位相差を
有するので、それぞれシフトクロック信号ＣＬＫ３及び
ＣＬＫ４のライジングエッジ（または、フォーリングエ
ッジ）に同期してデータドライバＩＣ内のシフトレジス
タに保存される。
【００４１】その結果、本発明の第４実施形態例による
データドライバＩＣも第３実施形態例と同様に、クロッ
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クトリガリングをポジティブにするかどうか、またはネ
ガティブにするかどうかを選択する機能をそろえる必要
はなく、たとえば、ポジティブのクロックトリガリング
だけを有するデータドライバＩＣを用いることができ
る。
【００４２】以上、本発明の実施形態例について説明し
たが、本発明は前記実施形態例だけに限られるわけでは
なく、その他に様々な変形や変更が可能であるのは当然
のことである。たとえば、本発明の第２実施形態例にお
けるシフトクロック信号ＣＬＫ３、ＣＬＫ４の位相差は
１８０#だけでなく、９０#ないし２７０#の範囲以内に
入るようにすることもできる。
【００４３】また、第２実施形態例におけるシフトクロ
ック信号ＣＬＫ３、ＣＬＫ４の位相を同一にし、第１実
施形態例と同様に各シフトクロック信号ＣＬＫ１、クロ
ック信号ＣＬＫ２と位相が反対であるクロック信号を別
途の信号線を通じて接地面に印加することもできる。ま
た、本発明の実施形態例における信号配線は多層形印刷
回路基板の上に形成されているが、その他の回路基板に
形成することもでき、また、ＬＣＤ基板に直接形成する
こともできる。
【００４４】
【発明の効果】上述したように、本発明によると、高速
のシフトクロック信号と同時に前記クロック信号と反対
の位相を有するクロック信号を伝送するので、シフトク
ロックの信号の伝送に起因するＥＭＩを減少することが
できる。また、奇数の画像データと反対の位相を有する
偶数画像データを別途の信号線を通して伝送するので、
高速の画像データの伝送に起因するＥＭＩを減少するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来の薄膜トランジスタ液晶表示装置を示す図
面である。
【図２】本発明の第１実施形態例による薄膜トランジス
タ液晶表示装置を示す図面である。
【図３】図２のＡ－Ａ´線の垂直断面図である。
【図４】本発明の第１実施形態例によるデータドライバ
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ＩＣの詳細ブロック図である。
【図５】本発明の第１実施形態例によるクロック信号の
波形を示す図面である。
【図６】本発明の第２実施形態例による薄膜トランジス
タ液晶表示装置を概略的に示す図面である。
【図７】本発明の第２実施形態例による画像信号及びシ
フトクロック信号の波形を示す図面である。
【図８】第３実施形態例による画像信号及びシフトクロ
ック信号の波形を示す図面である。
【図９】第３実施形態例による画像信号及びシフトクロ
ック信号の波形を示す図面である。
【図１０】本発明の第４実施形態例による画像信号及び
シフトクロック信号の波形を示す図面である。
【符号の説明】
１００    ＬＣＤパネル
１０４    液晶
１１０    カラーフィルタ基板
１２０    ＴＦＴ基板
１２５    ＴＦＴ
１２７ａ、ｂ、ｃ、ｄ  データパッド
１２８ａ、ｂ、ｃ、ｄ  ゲートパッド
２００    データ駆動部
２００ａ、ｂ、ｃ、ｄ  データドライバＩＣ
２１０ａ  シフトレジスタ
２２０ａ  Ｄ／Ａコンバータ
２３０ａ  出力バッファ
２５０ａ、ｂ、ｃ、ｄ  ＴＣＰ
２７０ａ  ＡＣＦ
３００    ゲート駆動部
３００ａ、ｂ、ｃ、ｄ  ゲートドライバ
３５０ａ、ｂ、ｃ、ｄ  ＴＣＰ
４００    ＰＣＢ
５００    ＰＣＢ
５５０    タイミング制御機
６００    データ駆動部
６００ａ、ｂ、ｃ、ｄ  データドライバＩＣ

【図３】 【図５】
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【図１】 【図２】

【図４】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】
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